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プログラム

STAGE I
-さんゆう会とともに̃

指揮i………………‥佐藤伸行

ピアノ………………・董崎道子

ァコーデイオンii…岡原真弓

ギター………………倉本至

ペース… 三浦明夫

牽_.二 二

STAGE Ⅱ

指揮…………………大塚雅仁

ピアノ………………・茎崎道子

君は生きているか 石原いっき作詞・曲 青山義久編曲

歌って愛して 横井久美子作詞・曲 青山義久編曲

ベルトルト・ブレヒト原詩 林光作曲

すべてか無か 岩淵達治・林光訳詞

欠陥 野村修訳詞

謝肉祭の行列 浅野利昭訳詞

STAGEⅢ ̃特別団員とともにへ

指揮 赤坂有紀

ピアノ 笹有理子

甚顕子 ∴∴∴

混声合唱による さだまさし作品集「北の国から」より

天までとどけ さだまさし作詞・曲 松下耕編曲

合唱組曲「空に小鳥がいなくなった日」より

私が歌う理由 谷川俊太郎作詩 外山雄三作曲

風に吹かれて BOBDYLAN作詞・曲 桑田佳祐訳詞 竹内一樹編曲 (編曲委嘱初演)

S富AGEⅣ合同音楽会

指揮…………………赤坂有紀

ピアノ………………・寺嶋陸也

ナビゲーター……・岡原真弓

自由の木 パブロ・ネルータ原詩 林光訳詞 林光作曲 (1976年委嘱初演)

而よ降れ 谷川俊太郎作詩 林光作曲 (2004年委嘱初演)

混声合唱のための宮崎駿アニメ編曲集より Jean-Baptiste Ci色ment作詞 Antoine Rena「d作曲

さくらんぼの実る頃
寺嶋陸也編曲

諾諾柴蒜
混声合唱とピアノのための「ふるさとの風に」より

三ツ星さん 竹内浩三作詩 寺嶋陸也作曲(2005年委嘱初演)

混声合唱とピアノのための「信じる」より

信じる 谷IIl俊太郎作詩 松下耕作曲(2006年委嘱初演)

合唱のための6つのソング「ワクワク」より

風のマーチ 谷川俊太郎作詩 信長貴官作曲(2014年委嘱初演)

混声合唱とピアノのためのカンターダ風の旅」よりドリアン助川作詩 寺嶋陸也作曲

第7楽章 寺嶋睦也(2022年委嘱初演)

いっぽんの白樺のように 堤江実作詩 寺嶋陸也作曲

(2024年合唱編曲委嘱初演)
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ごあいさつ

本日は三多摩青年合唱団創立60周年記念音楽会にご来場くだきり、誠にありがとうございます。

三多摩青年合唱団『三青』は1963年3月31日に創立し、昨年2023年に60周年を迎えました。

この60周年を迎えるにあたり、団員の中で何度も話し合いを重ねました。

「盛大にレセプションをしたい」との声もありましたが、その頃は、まだコロナで世の中が落ち着かない時

でもあり、 「60年を記念誌として残そう」ということになりました。

記念誌作成にあたり、古い写真を引っ張り出し、記念誌に寄せられた数々の文章に目を通しながら三青

の辿ってきた道のりを感じました。ここには私の知らない時代の『三青』と、ちょっと破天荒で愛すべき先

人たちの生き生きとした姿がありました。

そして、今までの演奏会のプログラムを遡り、多くの専門家と綴ってきた歴史とバラエティに富んだ歌に

驚かされました。

「誰もやったことのないことを!」を模索し、平和のこと、震災の復興支援活動、環境の問題などに関わり

続けた三青の歴史は、その時代の歌にも表れています。

ここからの私たちに「さあ、これから何をやりたい?」「何をしなければいけないのか?」と、問いかけてい

る気がします。

合唱団と共に年を重ね、これからも『青年合唱団』の名前に恥じないよう、新しいものを生み出し進ん

で行く『三多摩青年合唱団』であり続けたいと思っております。

本日この場にいらしてくださった多くのみなさまに感謝し、私たちの精一杯の演奏をお聴かせしたいと思

います。

三多摩青年合唱団 団長

竹澤まみ

60周年へ向けて1年程前から団員皆さんと団の歩みや生まれた曲の数々を見渡すことを進めてきまし

た。現在も進行形ですが、音楽・歌と世の中との関わりを考え深める時間となっています。

本日指揮には日頃音楽スタッフとして奮闘してくれている大塚雅仁さん、佐藤伸行さんにも登場頂き、それ

ぞれお楽しみ頂けることと存じます。

合唱団とは初顔合わせ、私の合唱仲間でもある竹内一樹さん編曲初演も嬉しい限りです。こんにゃく座歌

役者の岡原真弓さんも彩りを添えてくださいます。

そして、これまでも数多くの場面で我々を引き上げてくださった寺嶋陸也さんと今回もご一緒出来るのは

幸甚の至りです。メゾソプラノ保多由子さん初演の歌曲に心を射抜かれ、合唱版へとお願いした曲をお

披露目します。

三多摩青年合唱団の長きに渡る活動に関わってこられた全ての方々へ心からの敬意を、そして益々歌の

力を信じ演奏へ繋げていきたいと思っています。

常任指揮者

赤坂有紀
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プログラム・ノート

君は生きているか
石原いっき作詞・曲 青山義久編曲

1 974年5月に自主制作したミュージカル「ヒスチノータイムス」のテーマ曲。自動車工場に就職した若者がきつい三交代勤務で亡

くなり、会社の冷たい仕打ちに対し仲間たちが立ち上がろうとするが、もどかしい現実に挫折していく。職場での実話をもとに、多

くの専門家の力を借りながら3年がかりで制作。涙あり笑いあり踊りありのミュージカルは大きな話題となる。立月i市民会館(現た

ましんRiSURUホール)で初演。その後中野サンプラザ、読売ホール(現有楽町よみうりホール)など都内で全8公演を行ったo

高杉富雄

歌って愛して
横井久美子作詞・曲 青山義久編曲

1979年、横井久美子(1 944年-2021年)の10周年諦念コンサート『横井久美子1 0年をうたう「読売ホール(現有楽町よみうり

ホール)/名古屋中小企業センター」』のエンディング曲として創られた。それ以来、横井久美子はこの歌をうたうことで自分自身を

励ましてきた。また、三多摩青年合唱団の愛唱歌にもなっている。彼女の35周年記念には、実話Sing the Love, Love the Song

(丁ransIated by Nomugi TOMOYORl, Justin DAME)が発表された。

木村洋

ベルトルト・ブレヒト原詩 林光作曲

すべてか無か
岩淵達治・林光訳詞

ブレヒトの劇「コミューンの日々」のなかの合唱。 《ウソは血で画かなくてはならないが真理はペンで画ける粉と、暴力を用いること

を拒んだために、絶体絶命に追いつめられたパリ・コミューンの代議員たちは、降服するより真理をつらぬいて死ぬまでたたかうこ

とを決議する。

政府軍に包囲されたパリ・コミューンの戦士たちは政府側の人質を「処刑しない」ことを決議したのち、武器を手にするoそして、観

客に向かって、しずかに呼びかける。明日ではなく今日、立ち上がろう、と。

林光(1976年合唱団特別音楽会ライブ録音のレコードのアルバムノーツより)

欠陥
野村修訳詞

ベルトルト・ブレヒトの、第二次世界大戦直前に書かれた「ドイツ戦争案内」のなかの書簡にもとづいている。 《考える〉ことができ

るのは、もちろん人間のすぐれた能力なのだが、それを、人間を殺人機械の部品として用いようとする《将部の立場に立ってわざ

と《欠陥粉と名付ける、ブレヒト流の皮肉が笑わせる。ブレヒトにとって、網軍かはヒットラーやフランコだったが私たちの世界に

も、将軍はまだ生きつづけている。

林光(1976年合唱団特別音楽会ライブ録音のレコードのアルバムノーツより)

謝肉祭の行列
浅野利昭訳詞

ブレヒトの戯曲「ガルイの生涯」の劇中歌。イタリアのある都市の広場で開かれている1632年の謝肉祭(カーニバル)で子連れ

の大道芸人の夫婦がフィレンツェで流行している歌を歌う。法王庁がコペルニクスの本を禁書にしても、地球が太陽の周りを回っ

ているという聖書の教えに反する「地動説」が、おえらがたの苦い顔を尻目に、市民たちのあいだにひるがって行く。

小林信-
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混声合唱によるさだまさし作品集「北の国から」より

天までとどけ

さだまさし作詞・曲 松下 耕編曲

1979年1月から3月に放映されたテレビドラマ「時よ燃えて!」の主題歌として使われた。うつのみやレディースシンガーズ晶<

AKIRA>が女声合唱として松下親に編曲委嘱し、女声合唱によるさだまさし名曲集「北の国から」として出版されたなかの1曲。

栗山文昭指揮で1 996年初漬された。 「合唱団」iNC」か混声合唱として松下湖に編曲委嘱したさだまさしのナンバー6曲のうち

の1曲。 2001年に初演され、 2002年に全曲が初演された。

結城朝三

合唱掛軸「空に小鳥がいなくなった日」より

私が歌う理由
谷川俊太郎作詩 外山雄三作曲

谷川俊太郎の詩に三善晃・林光・大中恩他も作曲している。三善晃は「ひとがなぜ歌おうとするのかについては、谷川俊太郎の詩

『私が歌う理由』が鮮やかに答えている」とCD『いのちのうた』のブックレットに書いている。 「仔猫」 「けやき」 「子ども」 「おとこ」と

生あるものが悲惨な目にあって生命をうしなっていく・・・様々な絶望感におそわれながら願わずにはいられない。私が歌う理由はこ

こにある。昨年5月に92歳でお亡くなりになった外山雄三氏へ追悼の意を込めて歌います。

茎崎りみ

風に吹かれて
BOB DYLAN作詞・曲 桑田佳祐訳詞 竹内一樹編曲(編曲委嘱初演)

ノーベル文学賞を受賞したボブ・ディランが1962年に作詞作曲。ディランはこの曲の背景について「僕は今でも最も大きな犯罪

のひとつは、不正を目前にしてそれが不正であると判っていても目を背けてしまう人々が存在する事だと思う。僕はまだ21歳だが、

今までにも多くの戦争があったことを知っている…。 21歳以上の貴方達は僕以上によく判っている筈だ」と語っている。今回歌う

詞は、桑田佳祐が2022年6月21日に発表したもの。

小林信-
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